




＜プログラム＞
	
	時　　間
	テ　ー　マ
	講　　師　（敬称略）

	８

月

30
日(土)
	13：30～13：35
	開講の挨拶
	関東学院大学人間環境学部人間発達学科教授

                       土谷　みち子

	
	13：35～15：15
	新制度時代の保育の新と真
	玉川大学教育学部乳幼児発達学科教授 
大豆生田　啓友

	
	15：30～17：00
	新法案を受けて：

これからの子育て支援拠点（ひろば）の可能性
	横浜市の会議まとめ役：

横浜市緑区子育て支援拠点「いっぽ」施設長
                       松岡　美子

	８

月

31
日(日)

	9：15～10：45
	これからの保育と心理学の連携
～困難を抱える子どもや保護者への対応～
	日野市保育カウンセラー、臨床心理士
坂上　頼子

	
	11：00～12：00
	これからの保育と地域連携の課題
	（ 前    　 掲 ）
土谷　みち子

	
	12：00～13：00
	昼　　　　食　　（各自おとりください）

	
	13：00～13：45
	保育者と子どものこころ・親のこころ
	国際医療福祉大学大学院特任教授、臨床心理士
飯長  喜一郎

	
	13：50～14：35
	幼稚園からこども園への移行に伴う課題
	認定子ども園　関東学院のびのびのば保育園　
施設長　　小髙　千恵　　　　　　　　　　　　

	
	14：45～15：45
	受講者の皆様と講師の対話
	出　席　講　師

	
	15：45～15：50
	閉講の挨拶
	（ 前　　 　掲 ）
飯長  喜一郎


　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊都合により講義テーマや時間配分が変更となる場合があります。予めご了承願います。
子ども・専門講座 ２





改訂　講座№１４３０２





子ども･子育て新法案とこれからの保育･家庭支援











期　　日 : 2014年 ８月30日（土）・31日（日）


受講対象：保育士、幼稚園教諭、臨床心理士、臨床発達心理士、保育幼児教育・臨床心理学・社会福祉学等専攻の学生・大学院生、および子育て支援に関係する方や関心のある方


定　　員：80名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：10,000円（税込み）　＊昼食は各自お手配願います


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室　


〒171-0033豊島区高田3-19-10　　電話03-3986-7021


（ＪＲ山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場駅｣より徒歩約7分）











少子化対策の流れの中で、2015年度から子ども・子育て支援関連三法案の施行が始まります。


この三法案は「子ども・子育て支援法案」「総合こども園法案」「子ども・子育て支援法及び総合こども園法の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律案」です。新法案の施行には、従来の乳幼児の保育・教育施設としての保育所・幼稚園に加えて、第三の施設である「認定こども園」の増加が見込まれています。これまで幼稚園や保育所として運営してきたところが「認定こども園」に移行していくことも考えられます。この行政主導の子ども・子育て新法案の施行は、現場で働く保育者に少なからず不安を抱かせていることでしょう。


そこで、今夏の研修では、この新法案とこれからの保育・子育て支援との関わりについて考えていきたいと思います。特に、これまでの保育とは違うのだろうかと心配な方に、心強い講師陣をお招きしました。「保育とは」という根幹の問いをみつめながら、これからの保育について、じっくり意見を交換したいと思います。


皆様との熱い議論を楽しみにしています。　                  （企画講師：土谷みち子、飯長喜一郎）











